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光吸収分析

紫外可視分光光度計を用いた
エタノール中の混在物の測定

現在、消毒用エタノールは感染症予防などに必要とされ
るため、非常に需要が高まっています。医薬品として用い
られる場合、それぞれの国の薬局方に則った確認試験、純
度試験が必要となります。これらの試験の内、エタノール
に混在する物質の有無の判定のひとつに紫外可視分光光度
計が用いられます。

今回UV-1900iを用いて日本薬局方、ヨーロッパ薬局方、
米国薬局方に記載されているエタノール類の「他の混在物
（ 吸 光 度 ） 」 の 測 定 を 行 い ま し た 。 さ ら に
LabSolutions™UV-Visの評価機能を用いて、薬局方に規定さ
れている吸光度の自動判定を行いましたのでご紹介します。

H. Abo

エタノ−ル類の試験⽅法
日本薬局方（JP）において、エタノール、無水エタノー

ル、消毒用エタノールの「純度試験」には、「溶状」、
「酸又はアルカリ」、「揮発性混在物」、「他の混在物
（吸光度）」、「蒸発残留物」の5項目が記載されています。
この内「他の混在物（吸光度）」は紫外領域の吸収からエ
タノールに含まれる混在物の有無を確認するために行われ
ます。

またヨーロッパ薬局方（EP）においては“TESTS”の項目の
中の一つに“Absorbance”があり、同様の紫外可視分光光度
計を用いた試験が記載されています。

さらに米国薬局方（USP）でも、 “SPECIFIC TESTS”の中に
“ULTRAVIOLET ABSORPTION”があり、ここでも紫外可視分
光光度計を用いた試験が記載されています。

3つの薬局方では、他の混在物の測定方法は同一で、光路
⻑5 cmのセルを用いて水を対照とし、試料の吸収スペクト
ルを測定します。

判定は吸光度で行い、波⻑235〜340 nmにおける吸収ス
ペクトルを測定するとき、240 nm、 250〜260 nm及び270
〜340 nmにおける吸光度は、それぞれ0.40、0.30及び 0.10
以下であることが定められています。また吸収スペクトル
曲線には極大（ピーク）や顕著な肩（ショルダー）を示さ
ず、滑らかであることも示されています。

使用装置 :  UV-1900i
使用ソフトウェア :   LabSolutions UV-Vis
測定波⻑範囲 :   235〜340 nm
スキャンスピード :   中速
サンプリングピッチ :   0.5 nm
スリット幅 :   1 nm(固定)

表 1    測定条件

図 2 無水エタノール測定結果

図 1 UV-1900i

図2では、240 nmが吸光度0.40以下、250〜260 nmが吸
光度0.30以下、270〜340 nmが吸光度0.10以下であること
が確認できます。また吸収スペクトル曲線にはピークや明
瞭なピークや顕著なショルダーがないことも確認できます。

無水エタノールの測定
図1に示されている紫外可視分光光度計UV-1900iと角形⻑

吸収セルホルダ、50 mm角形セルを用いて無水エタノール
の測定を行いました。測定条件を表1に示します。

図2にスペクトル測定結果を示します。
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Labsolutions UV-Visを用いた合否判定
無水エタノールの「他の混在物（吸光度）」の規定では、

240 nm、 250〜260 nm及び270〜340 nmにおける吸光度は、
それぞれ0.40、0.30及び 0.10以下であることが定められていま
す。しかしながら、測定したすべてのサンプルで吸光度を読み
取ることは、作業に時間がかかります。また人為的なミスが生
じることもありますので判定は慎重に行わなければなりません。
この作業時間の削減を行うことができるのがLabSolutions UV-
Visのスペクトル評価機能です。

スペクトル評価機能には測光値、最大値、最小値、ピーク、
バレイ、面積、統計、カットオフの8項目33種類があり、さら
に合否判定機能があります。この合否判定機能を用いて無水エ
タノールの判定を行いました。

図 5 合否判定結果図 3 「測光値 - 一点」評価の詳細設定画面

まとめ
今回、 UV-1900iを用いて日本薬局方、ヨーロッパ薬局方、

米国薬局方に則った無水エタノールの測定を行いました。また、
LabSolutions UV-Visソフトウェアのスペクトル評価機能を用い
て合否判定を行いました。スペクトル評価機能を用いることで
判定作業を含めた分析時間の削減が可能です。

合否判定の設定
無水エタノールの場合、吸光度で3つの判定条件があります

が、「測光値 - 一点」と「最大値 - 一点」を使用して判別を行
いました。 「測光値 - 一点」では固定波⻑の吸光度を読み取り、
「最大値 - 一点」では設定した波⻑範囲の最大値を読み取るこ
とができます。

まず、240 nmにおける吸光度0.40以下の設定を行います。
図3に「測光値 - 一点」の評価の詳細設定画面を示します。こ
の画面で設定を行います。波⻑を240 nm、合否判定基準 0.40
以下とします。

合否判定結果
図2で示しました無水エタノールと模擬的に作成した不合格

品の合否判定結果を図5に示します。無水エタノールでは3つそ
れぞれの項目で吸光度が合格範囲内であることが確認できます。
一方、不合格の場合、評価行が赤色になり一目でわかるように
なっています。図6に評価テーブルの拡大図を示します。

測定後、データを自動的に評価テーブルに追加して合否判定
することができますので、試料を測定するだけで判定を完了す
ることができます。

LabSolutionsは、株式会社 島津製作所の日本およびその他の国における商標です。

次に残りの条件を設定します。図4に「最大値 - 一点」の評
価の詳細設定画面を示します。波⻑範囲を指定することでその
範囲の吸光度の最大値を読み取ります。

波⻑域250〜260 nm、合否判定基準 0.30以下と波⻑域270〜
340 nm、合否判定基準 0.10以下の2つの条件を設定しました。

図 4 「最大値 - 一点」評価の詳細設定画面

━：無水エタノール
━：模擬不合格品

図 6 評価テーブル拡大図
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